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愛知県医師連盟ニュース

第２６回参議院議員通常選挙は令和4年７月１０日に投・開票が行われ、日本医師連盟を
始め当連盟も推薦し全面支援した現職の自見はなこ参議院議員が比例代表制で見事再選を果
たしました。

ご挨拶

愛知県医師連盟
　委員長　柵木　充明

「第 26 回参議院選挙を振り返って」

選挙後の会員の意識調査の結果が遅れたため、
本号の発刊が遅くなり、会員の皆様にご迷惑をお
かけしたことまずもって深くお詫び申し上げます。

さて、今回の第 ２６ 回の参議院選挙、日本医師
連盟は２期目となる自見はなこ議員を擁立し、コ
ロナ禍の中での選挙戦でした。野田選挙対策委員
長の強力な指揮の下、選挙戦が幕を開けましたが、
大規模集会もできず、そもそも対面の集会自体が
憚れる環境の中で、新型コロナ対応に追われ、「選
挙どころではない」とする声が多い中で、どのよ
うな活動をしたらいいのか、手探りの状態が続き
ました。

前回の羽生田選挙では当選はしたものの、得票
数を大きく下げ、今回は雪辱戦として選挙戦に臨
んだわけですが、新型コロナ感染症が蔓延する中
での雲をつかむような選挙戦、会員の意識も今ひ
とつ盛り上がりに欠け、一時は集票が難しく、当
選することも危ぶまれていました。

医師会が関わる選挙は地方議会、首長選、衆
参の国政選挙と様々ありますが、３年に１度開催
される参議院選挙は、愛知県医師連盟にとっても、
最も重要な位置づけの選挙です。

無論他の選挙は手を抜いてもいいというわけで
はありませんが、参議院選比例代表は日本医師連
盟が組織候補を擁立するため、連盟の存立が問わ
れ、医師会の力が試される選挙だからです。

投票方法は比例代表非拘束制であり、投票に際

し、党名もしくは候補者名を書くこととされてお
り、候補者の得票数がその候補者を擁立した組織
の力となり、これが数字で現わされます。

全国での得票数によって当選順位が決まります
が、各都道府県、市町村単位でもそれぞれ候補者
の得票数がわかり、国会議員、地方議員、各首長
など政治家と称する人々はすべて各候補者の出身
母体とその票の出方を注視しています。

投開票が終わり、蓋を開けて見れば、自見はな
こ候補は 213,369 票を獲得し、自民党内の全国区
比例代表非拘束（特定枠除く）で６位、医療系第
１位と歯科医師会、薬剤師会、理学療法士会等の
代表に遅れを取ることなく当選を勝ち取ることが
できました。

また、愛知県医師連盟においては前々回、前回
の参議院選挙でそれぞれ ６,６７０ 票、５,９５２ 票であっ
たことを勘案し、今回は１万票を超える得票を目
指しましたが、わずかに及びませんでした。それ
でも目標に近い ９,７１６ 票を獲得し、10 点満点とは
言えないまでもよく健闘したと評価していいと思
います。

特に頑張って頂いた野田選対委員長始め、一宮、
碧南、名古屋市瑞穂区、また、今回は今枝宗一郎
代議士が愛知 １４ 選挙区で、地区の会員諸先生方
ともに ２,３００ 票余りを獲得してくれました。

重ね重ねお礼を言いたいと思います。
遅れていた愛知県医師会会員の意識調査、３

年前と比較してグラフ化して掲載しておきました。
郵送した無記名式のアンケート調査の回収率が悪
く、前回と同様ファックスで地区医師会に取りま
とめてもらい、総数がやっと 50％弱になったとこ
ろで集計ができました。

この作業に時間を要し、愛知県医師連盟ニュー
スの発行が遅れてしまいましたが、会員の政治に
関する意識がある程度わかり、調査した甲斐はあ
ると思っています。

アンケート上は投票に行って頂いた会員が 85％
を占めていますが、これはアンケートに応えて頂

第26回参議院選挙について
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いた会員が対象ですので、逆に、応えて頂かなかっ
た会員では真逆の結果となった可能性もあります。

一番知りたいのが会員の参議院選挙に対する考
え方です。

3 年前より集票は圧倒的に多かった割には、会
員の政治に対する意識には大きな変化はなく、医
療制度が政治の場で決定され、これをより良くし
ていくためには、医師会の代表者を国会に送り込
む必要性については多くの会員に理解を頂いてい
るものと考えられます。

愛知県医師連盟は、今後も政治活動と選挙活動
を 2 本の柱として運営して参りたいと思っていま
す。中でも 3 年に 1 度の参議院選挙はこれからも
愛知県医師連盟の主要行事として続いていきます。
今回の経験を糧として今後ますます連盟が進化す
ることを願っています。

ご挨拶

参議院議員
自見　はなこ

柵木充明委員長をはじめ、愛知県医師連盟の
先生方には平素より多大なご理解とご支援を賜り、
深く感謝申し上げます。また、新型コロナウイル
ス感染症の第 7 波の中で医療提供体制を守るため
ご尽力頂いておりますことに心より敬意を表しま
す。

6 月 22 日公示、7 月 10 日投開票で行われた第
26 回参議院選挙は、コロナ下で行われた非常に厳
しい闘いでしたが、愛知県医師連盟の先生方にお
かれましては総決起大会をはじめ熱烈な後援活動
を展開して頂き、心から勇気づけられました。

結果的に愛知県で 9,716 票、全国で 213,369 票
という、1 期目の得票を上回る数のご負託を賜り、
自民党内 6 位（特定枠を除く）、社会保障系 1 位
の成績で当選を果たすことができたのは、先生方
のご支援の賜物と心得ます。再び議席を預かる大
きな責任に、身が引き締まる思いです。

さらに、投開票の１ヶ月後の 8 月 10 日、第 2
次岸田改造内閣において、内閣府大臣政務官を拝
命致しました。松野博一官房長官、小倉將信大
臣、岡田直樹大臣のもとで、拉致問題、こども政策、
共生社会、女性活躍、孤独・孤立対策、少子化対策、
男女共同参画、沖縄及び北方対策、地方創生、規
制改革、クールジャパン戦略、アイヌ施策、デジ

タル田園都市国家構想、行政改革担当と、幅広い
分野を担当することとなり、就任早々勉強の日々
ですが、先生方にお支え頂いて重責を担わせて頂
いているのだと、感謝の念に堪えません。

2018 年に議員立法で成立した成育基本法に基づ
いて創設に取り組み、来年 4 月の設置が決まった

「こども家庭庁」について担当させて頂けること
も、心から嬉しく思います。「こども家庭庁」創
設によって目指す政策は、行政の縦割りの弊害を
克服して、子ども達への切れ目ない支援を実現す
るとともに、子ども関係予算を将来的には倍増さ
せることです。「こども家庭庁」ができることで、
これまで各省の予算のシーリングの範囲内で采配
されてきた子ども関係予算を独立して確保し、欧
州先進国並みの GDP 比３％程度まで高め、母子
保健の更なる充実や専門人材の育成を推進して参
りたいと考えています。

本年 8 月 30 日に公表された「こども家庭庁」
の初めての予算となる 2023 年度当初予算の概算
要求では、これまでの厚生労働省と内閣府の子ど
も施策に加え、地域におけるいじめ防止対策の体
制構築の推進や子供の居場所作りモデル支援事業、
未就園児を定期的に預かるモデル事業、子供関連
業務従事者の性犯罪歴確認の仕組みである日本版
DBS の導入検討などが新規事業として盛り込まれ
ています。2023 年 4 月の発足に向けしっかりと予
算を確保するとともに、発足後に始まる「こども
大綱」の策定など、新省庁に魂を込めていく仕事
に全身全霊で取り組んで参ります。

地方創生も、医療提供体制を支えていく上で重
要なテーマです。医療がなくては地域共同体は維
持できません。規制改革、デジタル田園都市国家
構想とも併せて、へき地におけるオンライン診療

（Ｄ to P with N）の活用など、山積する諸課題
に取り組んで参ります。また、「新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金」についても
所管することとなりました。医療機関、介護施設、
保育所・幼稚園・認定こども園等において、食材
料費の値上げや、光熱水費の高騰への対策として
活用できる交付金であり、現在は 1 兆円ですが岸
田総理大臣が積み増しを指示し、9 月上旬に内閣
府で具体的な対応策を取りまとめることとなって
います。交付金以外の新たな支援策も含め、自治
体と連携しつつ現場に支援が届くよう取り組んで
参ります。

他にも、社会保障を取り巻く諸課題は数多く
ありますが、厚生労働副大臣に就任された羽生田
たかし先生と二人三脚で行政の一翼を担い、先生
方のご期待に応えるべく、全身全霊で頑張ります。
変わらぬご指導ご鞭撻のほど、心よりお願い申し
上げます。
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愛知県医師連盟
　副委員長
　選挙対策委員長
　　野田　正治

第 26 回参議院選挙を振り返って

１　はじめに
今回第 26 回参議院議員通常選挙は、令和４

年６月 22 日公示、同年７月 10 日投票日の日程
で行われた。我々日本医師連盟の組織内候補者
である自見はなこ氏は、得票総数 213,369 票で
自民党比例代表公認候補の中では６番目（特定
枠除く）、医療福祉系９候補者の中ではトップ
当選であった。当愛知県においても、得票総数
9,716 票であり３年前の羽生田たかし氏の選挙
での 5,952 票と比べても 3,700 票余りの票を伸ば
す好結果となった。この結果については、新型
コロナウイルス感染症対策で、多忙で厳しい対
応を強いられている中での結果であり、愛知県
医師連盟の会員先生方のお力の賜物だと深く感
謝する次第である。今回の参議院選挙における
約６ケ月間の総括を行いたい。

２　公示前の政治活動
公示前の選挙活動については、前回の選挙

を概ね踏襲する活動を行った。主なものとして
は医師連盟役員の各地区訪問、サポーター名簿
の収集、選挙活動用のリーフレット、ポスター、
ビラの配布などである。今回は従来のこれらの
活動に加え「LINE 友達登録」と「自見はなこ
ビデオメッセージ」を使った活動を行った。
（1）LINE友達登録

LINE は言うまでもなくスマートフォンの
普及に伴って使われるようになったメッセン
ジャーアプリである。日本での普及は著しく、
若者を中心に普及が始まり、現在ではスマー
トフォンを使用する全年齢層で使われている。

2013 年 改 正 公 選 法 で 電 子 メ ー ル で の
選 挙 活 動 は 禁 止 さ れ た も の の、LINE や
Facebook,Twitter を使用することが可能と
なった。従来からのサポータ―名簿での登録
と比べ候補者の主張を随時送信することがで
き、またその内容を読んでもらえる可能性が
高いことから有力な選挙活動手段となった。
この LINE 友達登録数については、定期的に
日医連から報告があり当県の結果は、令和４

年７月 11 日で登録数 345 件と目標総数 1,395
件に対し全国で 24 位、達成率 24.7% と低調
であった。この LINE の登録については初め
て医師連盟の執行委員会で紹介したのが 4 月
17 日と若干出遅れ、さらに執行委員の多く
が日常的に LINE を使用していなかったため、
友達登録という手段を円滑に伝えることに手
間取った。その結果得票数を伸ばすほどのイ
ンパクトを持つに至らなかった。この原因は
LINE への取り組みが 4 月と大変遅かったこ
とが挙げられる。しかし、今後の戦略を考え
ると LINE に限らず SNS の利用は必須であ
ることは論を俟たないため、取り組み方法や
今後出てくる LINE 以外のアプリにも注意を
払うべきである。

（2）サポーター名簿
従来から行っていたサポーター名簿の収集

の結果は、目標数 46,500 に対し登録数 8,809
で全国で 38 位、達成率 21.1% であり後半一
宮市、東海市、碧南市、蒲郡の各医師連盟の
追い込みがあったが、結果的には LINE と同
様に伸び悩んだ。従来からサポーター名簿数
と得票数は比例すると言われ、収集に力を入
れてきた。しかし、サポーター名簿獲得数と
得票数について分析すると明らかな相関は認
められなかった。従って、従来からのサポー
ター名簿の獲得努力は選挙取り組みへのモチ
ベーションを惹起する手段としては有効であ
るが、獲得数が必ずしも得票数につながって
いないことには留意しなければならない。

（3）ビデオメッセージ
今回はスケジュールの調整がつかず、決起

集会等を開催し候補者が直接会員に語りかけ
てもらう機会を持つことはできなかった。そ
こで、自見はなこ事務所に対し、愛知県医師
連盟の会員向けのビデオメッセージ作成の依
頼をした。このビデオメッセージでは「政治
の世界では、いかに選挙で得票するかが重要
であり、更には、他の医療系の職種より一票
でも多いということが非常に重要視をされ、
前回の参議院選挙で医療系の票を最も取った
看護と２番目の薬剤師に手厚い施策がなされ
た」と候補者のいつもの明るい表情とは異な
り、悲壮感さえ漂わせ真剣で強い口調で訴え、
本人の選挙展望のみならず医師会の置かれた
状況についての危機感が伝わったものであっ
た。このビデオメッセージを試聴したところ、
候補者の思いを会員に伝えることが有効であ
ると確信し各医師連盟に配布し一人でも多く
の会員に見てもらえるように手配した。決起
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集会は能動的に参加するものであるので大幅
な票の上積みは期待できない。一方、各地区
で会員が集まる機会があるごとにビデオメッ
セージを流すことは、本人がすべての地区に
顔を出すことが不可能である以上、会員に直
接語りかけることと同等に近い効果があると
考える。特にその内容において得票数と当選
順位が政治的に大きな意味を持ち、医療政策
における発言力を左右すると訴えた内容が会
員の心に響いたことは明白であった。今後の
戦略としてビデオメッセージは有力な手段と
なりうることを示しており、機会あるごとに
各地区で流すことを提言したい。

３ 公示後の選挙運動
公示後の選挙運動については、選挙ポスター

の掲示、選挙はがきの配布、推薦団体への応援
依頼等、基本的には従前のやり方を踏襲した。

その中で、今回の選挙においては、7 月 1 日
に選挙の街宣車が、当県に入り、県下の医療機
関において街宣、街頭活動を行った。立ち寄っ
た各医療機関、関係団体などのスタッフの方々
は診療時間帯にも拘らず多数くお集りいただき、
柵木委員長を始めとして、今枝代議士、地区医
師連盟委員長の熱意のこもった応援演説に集
まった支援者の反応に手ごたえを感じた。

４  結果の検証
今回の選挙では、前回の参議院選挙に比べ

3,700 票余り票を伸ばす好結果となった。これ
は各地区の医師連盟が創意工夫をし、強力に活
動した成果の賜物である。特に、一宮市、岡崎
市、名古屋市瑞穂区については、前回の参議院
選挙に比べ倍近く票を伸ばした。また、特筆す
べきは今枝宗一郎代議士の獅子奮迅の活躍であ
る。その結果大きく票を伸ばす結果となったこ
とも忘れてはならない。

５　おわりに
今回、コロナウイルス感染症対策に忙殺され、

選挙対策が大きく出遅れたため大変厳しい選挙
戦になった。しかし、多くの会員の力で後半
戦を盛り返した。３年に一度の参議院の選挙は、
医師会にとって極めて大切な選挙である、それ
は、我々医師の主張を国政において実現させる
のには政治力が必要になるからである。その為
には、柵木委員長が何度も強調する通り思想信
条党派を超えてなんとしても医師連盟の組織内
候補者を高位で当選させなくてはならない。今
回有効であったと考えられる選挙活動を次の参
議院選挙に向けてさらに磨きをかけ準備をして
いきたいと思っているので、会員の先生方の更
なる協力を願う次第である。

愛知県医師連盟
　会計責任者
　選対役員
　　樫尾　富二

参議院選挙を振り返って

第 26 回参議院選挙は柵木医師連盟委員長、野
田選挙対策委員長の指導の下で選挙活動を行って
きました。今回は新型コロナ感染症の真っただ中
での選挙戦で、多数の人が集まる集会や各地区で
の会議等も制限がなされる状況下で行われました。

しかし結果としては、日本医師連盟推薦の自見
はなこ氏は自民党比例代表の 6 番目、医療系の候
補の中でもトップで当選といううれしい結果とな
りました。医系議員の得票数、当落は表1に載せ
てあります。歯科医師連盟、看護連盟、薬剤師連
盟の候補を抜いて医師連盟代表の自見はなこ氏が
21 万 3,369 票を獲得しました。都道府県別での得
票は表2のごとく愛知県は総得票数 9,716 票、会員
一人あたり 2.08 票で全国 31 位という結果でした。
前回の得票数 6,670 票よりは確実に増加していま
すが、次回は総得票 1 万票越えを目指したいと思
います。

今回の選挙活動を振り返ってみたいと思います。
公示前の選挙活動の主なものとしては前回までと
同様、医師連盟役員の各地区訪問、選挙活動用の
リーフレット、ポスター、ビラの配布、サポーター
の獲得、名簿の収集を行いました。

各地区医師連盟のサポーターの獲得数は表3に
載せてあります。サポーター獲得率で最も高かっ
たのは一宮市医師連盟で目標の 102％達成です。
その他 50％以上達成は蒲郡、東海市、碧南市、豊
川市医師連盟です。県平均は 21％で全国 38 位の
結果でした。全体には低調な結果で今後サポー
ターの獲得数増加も目指したいと思います。

今回はスマートフォンの LINE アプリを利用
した、自見はなこ候補との LINE 友達登録推進を
お願いしました。自見はなこ候補からラインメッ
セージが定期的に送られ、リーフレット、ビラと
はまた違ったアプローチができたと思います。し
かし愛知県全体で LINE 登録数は 345 名と低く、
目標達成率は 24.7％で全国では 24 位の結果でした。

今回はコロナ感染下でもありスケジュールの調
整がつかず、自見はなこ候補の愛知県での決起集
会、候補者の対面での演説が行われませんでした。
それに代わるものではありませんが、愛知県医師
連盟としてビデオメッセージ作成をお願いし、県
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医師連盟、地区医師連盟でもビデオでの政策の訴
え、候補者の思いを放映していただきました。獲
得票の増加に寄与したのではないかと思っていま
す。

公示後の選挙運動につきましては、選挙ポス
ターの掲示、選挙はがきの配布、推薦団体への応
援依頼等、基本的には従前同様の運動を行いまし
た。今回の選挙では 7 月 1 日に選挙の街宣車が当
県に入り、自見はなこ氏は不在でしたが、本誌６
ページ掲載の写真の通り光生会病院（豊橋市）を
皮切りに、蒲郡駅前、岡崎市医師会、岡崎東病院、
いのこし病院（名東区）、済衆館病院（北名古屋市）、
大雄会病院（一宮市）において街宣、街頭活動を
おこないました。この選挙の街宣車による選挙活
動では、立ち寄った各医療機関、関係団体などの
スタッフの方々に診療時間帯にもかかわらず数多
くお集り頂き、柵木委員長、野田選対委員長、今
枝代議士を始めとして、会員の先生方が自見はな
こ氏への投票を呼び掛けました。

自見はなこ氏の愛知県得票数は 9,716 票と前回
参議院選挙より 3,700 票あまりの票を伸ばす好結
果となりました。表４のごとく各地区医師連盟別
の得票数では豊川市が 1,126 票と愛知県トップの
票を獲得しており、会員あたりの得票率でも北設
楽郡、新城市、蒲郡と今枝代議士の地元の 14 区
の獲得率が際立っています。その次に名古屋市瑞
穂区、一宮市、岡崎市の健闘が称えられます。選
挙活動にご尽力いただいた先生方、医療関係者、
そして投票していただいた皆様方に感謝申し上げ
ます。

今回の選挙結果を受けて、県下の A 会員 4,680
人に対し、前回の参議院選挙と同様にアンケート
調査を実施しました。実施方法につきましては A
会員全員にアンケートを郵送し、今回の解答方法
はインターネット回線を利用して愛知県医師連盟
へ直接報告していただき集計する方法を取りまし
た。しかし回答数が 1,000 名程と全体の 20% にと
どまり、回答数が少ないと言うことで再調査を行
いました。そして前回同様に再調査は各地区に
ファクスで回答いただき、地区で集計して愛知
県医師連盟へ報告していただく方法に戻しました。
その結果、会員の 43.7%、2,044 人から回答をいた
だきました。

アンケート調査の結果は表５の通りで、質問項
目とその回答、地区別の数字を一覧表にしてあり
ます。一枚に収めたため細かい表となってしまい
ました。回答率の最も多かったのは碧南市医師連
盟、次に蒲郡医師連盟、半田市・岩倉市医師連盟
も 70％以上の回答をいただきました。ご協力あり
がとうございました。

質問ごとに今回と前回の回答を比較しながらグ
ラフにしたのが表6になります。

質問Ⅰは投票の有無で、投票に行った人が回答
者のうち今回は 85％、前回の 81% より増加して
います。実際の得票数も前回よりかなり増加して
おり選挙への関心が高くなったおかげと思います。

質問Ⅱは比例区でどのような投票をしたかを聞
きました。候補者名自見はなこ氏を記載した人は
63％で前回の 59% より若干増加していますが、参
議院比例代表選挙では候補者名を書かなければ医
師連盟候補の得票に直結しません。自民党の政党
名で投票した人が 13% みえました。この票は自民
党候補に案分されてしまうため候補者名での投票
依頼を徹底したいと思います。投票先の回答をい
ただけなかった人も 15％います。どこへ投票され
たのでしょうか。

質問Ⅲは投票に行かなかった理由を聞きました。
半数の 51% の人が当日急用があって投票に行けな
かったと回答しています。公示日以降は期日前投
票が可能ですので、投票日当日いけない可能性の
ある人を含め、できるだけ期日前投票に行ってい
ただけるよう周知したいと思います。支持する候
補・政党がない、政治に興味がないという正直な
回答も合わせて 32％ありました。理解を深めてい
ただくよう努力を重ねたいと思います。

質問Ⅳでは医療制度にかかわる政策が国会で
決まると思うか問いました。そう思うとの回答は
50％の半数ですが前回の 66% より減少しています。
そう思わない人も前回より減ってはいますが、今
回わからないとの回答が 27% ありました。医療制
度、診療報酬等、医療に関する政策の決定がどの
ようになされているか今後も会員に周知する必要
があります。

質問Ⅴでは医療制度をより良くするために医師
会の代表の国会議員が必要と思いますかを質問し
ました。そう思う人は今回 82％で前回の 95％か
ら残念ながら減少し、わからないとの人が 14% み
えました。選挙の時だけでなく、普段からの政治
活動も通じて会員の先生方に政治活動の意義を理
解していただけるよう努力していく必要性を痛感
しました。

今回の参議院選挙はコロナ感染症の中、先生方
も発熱外来、ワクチン接種等ご多忙で、また感染
対策で集会もままならない中、選挙運動も制限さ
れ思うように活動できませんでした。一時は自見
はなこ氏の当選が危ぶまれる状況ともいわれまし
たが、愛知県はじめ全国の医師連盟会員が一致団
結して選挙活動に取り組み、見事当選、しかも医
療系でのトップ当選を勝ち取ることができました。
先生方にお礼を申し上げるとともに、次回の参議
院選挙には今回の選挙の教訓をもとに医師連盟が
結束してさらなる結果が出せるよう努力していき
たいと思っています。
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7月1日（金）選挙カーによる訪問先の様子（左から右へ訪問先順）

蒲郡駅ロータリー前で行われた今枝代議士による街頭演説

岡崎東病院において病院スタッフに対し支援を求める柵木委員長

名古屋市名東区「いのこし病院」において支援に集まっていただいた病院スタッフ

一宮市「大雄会病院」において支援に集まっていただいた病院スタッフ

豊橋市「光生会病院」において支援に集まっていただいた病院スタッフ

岡崎市医師会において支援に集まっていただいた岡崎市医師会職員

岡崎東病院において自見はなこ選挙カーに応援メッセージを記す柵木委員長

北名古屋市「済衆館病院」において支援に集まっていただいた病院スタッフ
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表１

表２
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表３
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表４
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表
５
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表6
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愛知県医師連盟の役員改選について


